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 鳥羽市が令和５年３月に動画配信サイトにて公開いたしました動

画「Fantastique Toba」本編版が、第６回日本国際観光映像祭実行

委員会が主催する「第６回日本国際観光映像祭（R6.3.13～15開催）」

において日本部門のカテゴリー「City Promotion」において「優秀

賞」を受賞しました。 

 本内容については以下の通りです（右写真：3/15授賞式での会場内スクリーン映像のカット）。 

① 「第６回日本国際観光映像祭」概要と鳥羽市の審査結果 

項目 内容 

主催 第 6回日本国際観光映像祭実行委員会 

（和歌山県和歌山市栄谷 930和歌山大学観光学部木川研究室内） 

名称 第 6回日本国際観光映像祭（R6.3.13～15開催） 15日北海道釧路市阿寒湖で表彰式 

代表者 実行委員長 大西雅之（道内観光大手鶴雅ホールディングス代表） 

総合ディレクター 木川剛志（和歌山大学観光学部教授） 

本映像祭開催

趣旨 

（実行委員会

HPより抜粋） 

 

 映像は人々の感性に直接語りかけ、そして、メディアを通じ多くの人々に同時に届き

ます。だからこそ、地域が疲弊し、しかしながらそこには確かに残る“地域の魅力”を

活用して、観光客を誘致し蘇らせる、リジェネラティブ（再生）には、映像の力が必要

です。 

 観光映像はこのような日本の再生のために活用すべきツールです。今も全国津々浦々

で観光映像が制作され、私たちに地域の魅力を伝えてくれます。しかし、この映像の作

り方、使い方にはまだまだ改善の余地があります。新型コロナウイルスの拡大が始まる

前、全国で広がる観光の投資の中で、多くの観光映像が制作されましたが、一方で問題

のある映像も多く生まれました。それは観光映像が、商業 CMとも映画とも違う、一つ

の確立すべきジャンルであるにもかかわらず、観光映像を専門とする映像作家が少ない

からです。事実、諸外国にはフランスやスペインといった、観光で生きることを選んで

きた国があり、それらの国では観光映像のあり方は数十年にわたって議論されてきまし

令和６年３月２２日（金） 

【照会先】鳥羽市観光商工課 村田 

三重県鳥羽市鳥羽３－１－１ 

℡0599-25-1157 fax0599-25-1159 

フランスをメインターゲットとした鳥羽市プロモーション動画「Fantastique Toba」 

第６回日本国際観光映像祭 

カテゴリーCity Promotion で「優秀賞」を受賞 
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項目 内容 

た。日本が観光で生きていくことを決めた国となった今、観光先進国から観光映像のあ

り方を学び、同時に国内の映像作家を観光業界をあげて育成する必要があります。 

 日本国際観光映像祭は、このような背景から 2019 年から始まった映像祭です。2020

年に、UNWTO（国連世界観光機関）が認定する国際観光映像祭ネットワーク CIFFT

に正式加盟し、アジア唯一の構成映像祭として、日本の映像だけではなく、アジアの観

光映像を世界に紹介する役割も期待されています。本映像祭では、日本の優れた観光映

像を表彰するとともに、世界から届いた最先端の観光映像を紹介してきました。 

 世界で再び、観光が拡大しています。日本各地にも多くの国内外からの旅行客が訪れ、

活気に溢れています。しかし一方で、観光には矛盾があります。観光は観光地の持続的

な発展に寄与しますが、その発展はどこに向かうのでしょうか。経済的価値と社会的価

値、その相互の円滑な発展のあり方が今、問われています。世界で観光が拡大する今、

地域文化を発展させるための観光とは、観光業と地域の適切な関係とは何か。それを映

像祭を通じて議論することが今年のテーマです。 

 2024年 3月、私たちの映像祭は北海道釧路市阿寒で開催します。この地にはアイヌコ

タンがあり、訪れた人々は豊かな自然とその自然に生きてきたアイヌ文化を学ぶことが

できます。観光のあり方が問われる今、この地で学び、そして世界の人々とこれからを

語り合う映像祭を開催します。 

主な応募条件 原則として 2022年 1月 1日以降に製作された 15分以内の観光映像 

作品応募期限 日本部門：2024年 1月 12日まで、国際部門は 2023年 12月 1日まで 

作品応募総数 日本部門 242作品、国際部門 1,036作品 ※日本部門は過去最多の応募数 

日本部門の各

カテゴリー 

動画カテゴリーとして以下 10部門でそれぞれ「最優秀賞」「優秀賞」を選定 

・City Promotion（シティープロモーションや移住促進） ←鳥羽市「優秀賞」受賞 

・Tourism Destinations Cities（観光誘客、観光地もしくは都市） 

・Tourism Destinations Regions（観光誘客、広域観光、地方観光） 

・Tourism Services（ホテル＆リゾートや交通など） 

・Tourism Products（観光商品、スポーツツーリズム、グリーンツーリズムやガストロノミーなど） 

・Vlog（個人の旅映像や YouTube番組、個人が製作する作品） 

・旅ムービー（ショートフィルム形式の観光映像） 

・Documentary（ドキュメンタリー） 

・北海道 

・学生部門 

※全カテゴリーの中から日本部門のグランプリや準グランプリ、部門別賞を選定 

※エントリーのあった映像作品を事前に審査委員が審査し、最終的な受賞作品を決定す

る候補作品（ファイナリスト）を選出している 

鳥羽市の受賞

結果 

カテゴリー「City Promotion」において「優秀賞」を受賞 

参考：最優秀賞は喜界島動画、優秀賞は鳥羽市及び唐津市の動画 

その他 ・日本国際観光映像祭に関する情報に関しては、下の実行委員会ホームページ 

https://jwtff.world/ 

・別紙に映像祭実行委員会の審査結果や映像祭パンフレットあり 
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②鳥羽市受賞動画「Fantastique Toba」の概要 

動画概要 内容 

動画タイトルと動画

再生時間 

動画タイトル Fantastique Toba 

動画再生時間 10:57 

※本動画とは別に概要版としての動画あり（動画再生時間 56秒） 

制作元 鳥羽市観光商工課 

動画を公開している

YouTubeチャンネル 

鳥羽市観光協会 YouTubeチャンネル 

https://youtu.be/6BeYLmHt98E 

右画像：動画サムネイル画像 

 

動画制作の目的 ・フランスをメインターゲットに鳥羽が古くから持つ海女文化などの漁村文化や

歴史文化、伊勢志摩国立公園ならではの自然と人の共存など鳥羽だからこその

オーセンティック(本物、本質的)な地域の魅力を伝える。 

・動画の発信を通じて、世界中の持続可能な観光地づくりを目指す。 

動画の内容 本市観光商工課に所属する国際交流員カゾ・ポーリン（フランス人）がナレー

ターとナレーションを務めており、海女文化をはじめとして鳥羽の地域資源や魅

力に直接触れたり、自然と向き合い、地域や資源、伝統を守り伝える人々に出会

っていく内容。 

具体的なシーンは、朝日や夕日に照らされた鳥羽の風光明媚な景観、鳥羽市立

海の博物館、海女との対談や談笑、島での散策など。 

国際交流員カゾ・ポー

リンの視点と動画の

ポイント 

日本を旅行するフランス人観光客は、リラックスしたり、おいしいものを食べ

たりするだけではなく、日本の文化にとても興味を持っています。また、日本の

独自の文化を理解したいと思っており、その文化が豊かでより複雑であればある

ほど魅力的であると感じます。 

また、フランス人が旅行の際、訪問先に求める経験は、誠実でオーセンティッ

クな意味のある経験です。 

以上のことをふまえ、この動画ではフランス人が魅力と感じる海女文化や真珠

など、鳥羽ならではの魅力を紹介しています。 

動画内容 00:00 オープニング 

00:56 鳥羽市立海の博物館 

01:51 鳥羽市水産研究所 

03:01 牡蠣養殖 

04:29 ミキモト真珠島 

05:43 海女小屋体験 

06:49 答志島 

08:40 海女とナレーターとの対談 

10:25 エンディング 

言語 フランス語（ナレーション、テロップ） 

動画公開日 令和５年３月３１日 

   

http://#
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③ 「第６回日本国際観光映像祭」日本部門審査結果（映像祭実行委員会HPより） 

 






